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体重 120 g 前後， Sprague-Dawley 系白鼠に βー溶連菌小田株湿菌 10 mg/ml 生理食塩液浮瀞液を
0.1 ml.咽頭粘膜下に注射， 48時間後に使用した口対照は健常白鼠，すべて48時間絶食，被検物質は
131 1 標識牛 α-Casein， 1-14C 標識脂肪酸 (Palmitic， Stearic, Oleic and Linoleic Acid) で， Carrier に
は牛 αCasein 及び可能な限り高純度の各脂肪酸を用いた o Palmitic, Stearic Acid については，経口
投与の都合上， Methyl Ester を使用して融点を下げた白
吸収率の測定には，原理的には Cori 法を用いて， 4 時間後の腸管残存物から計算した。脂肪酸の
場合， Liquid Scincillation Counter による放射能測定の他に， Gravimetry による計測を行ない，比放
射能の変化から内因性脂質量を推算した口 131 1 放射能の測定は Well-type Scincillation Counter を用
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し可ナこ。
Glucose 吸収については Wiseman， Wilson の反転腸管法による in vitro での active Transport につ
いて調べたD




1) 131 1 標識牛 α-Casein の吸収並びに Glucose の in vitro での active Transport には，咽頭感
染の影響を認め得なかった。
2) 1_'4C 標識脂肪酸並びに脂肪酸メチノレの吸収については， Methyl Palmitate, Methyl Stearate, 
Oleic Acid に関しては咽頭感染の影響はないが，必須脂肪酸である Linoleic Acid の吸収が咽頭感染
群で低下し，同時に腸粘膜脂質中への 14C とり込みは著明に減少しているのが認められた。
3) 1-14C Linoleic Acid 経口投与の際，回収された腸管内脂質の比放射能は低下し，内因性脂質に
よる稀釈が推定された口他の脂肪酸では，乙の乙とは認められなかった。なお内因性脂質量について
の咽頭感染の影響は認められなかった。
Linoleic Acid 経口投与後 4 時間で回収した腸管内総脂肪酸のガスクロマトグラフィーによる定量で
は， Linoleic Acid を除くと，わずかに Oleic Acid の増量が認められたが，前記の内因性脂質量を説
明するには，不十分な量であった。即ち脂肪酸以外の内因性脂質をも予想せしめる結果である。
4) 種々の l-14C 標識脂肪酸 Albumin 静注後， 4 時間で腸管内脂質を抽出すると，投与量の0.04
--0.1労の 14C が回収されるが，同時に Linoleic Acid を経口投与しておくと，乙の回収量は増加す
る傾向が認められた。即ち Linoleic Acid 吸収に際して，内因性脂質が排植される乙とを推定させる。
ト14C 標識 Linoleic Acid Albumin 静注後の腸管内脂質を薄層クロマトグラフィーで分画すると 14C
放射能ピークは， Sterol-及び Sterol-Ester 分画に最大に認められ， つレで遊離脂肪酸，燐脂質分画に
認められる o Palmi tic Acid の場合，最大ピークが遊離脂肪酸分画にあって，他のピークがほとんど認
められないのに対比して，特異的であり興味深い。 Linoleic Acid 代謝の特異性がうかがえる。同一条





場合でも，必須脂肪酸である Linoleic Acid の吸収障害が起ることを託明し，腸管外感染の栄養学上，
臨床上の意義の一端を明らかにしたことは注目に値する。
また脂質の吸収に際して屡々問題になる内閃性脂質についての検討を行ない，特に Linoleic Acid 
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摂取時に，より多くの内因性脂質が腸管内に排出されるという興味ある知見などを得ている乙とは，
未だ十分に明らかにされていない必須脂肪酸の生理的意義或いは脂肪酸の吸収機転を考察してゆく上
での，重要な参考資料となる。
以上の諸点から本論文は価値ある研究と認める口
? ?円心
